






















対して戒家は、 戒の伝授こそが妙法を持つ姿であり、 従来の如く、 自発的に戒を持っ
ていこうとする姿（事戒）を強調したのである。
このように、対立視して考察される戒家と恵心流であるが、実は両流の思想傾向に
は類似した点が多くみられるのである。例えば恵心流は積極的な持戒は説かないが、戒が必要無いとは論じていない。一心三観を行ずることで、戒が持たれるのである。また 家におい も、観心が根本的に不必要だとはしていない 受戒・ 一刹那に観心が具足されるので 強ちに用 ないと うまでである。
このような思想の類似性は、両流の思想の根底が共に「天台本覚思想」にあるから
であり、対立した概念を持って いるものの、戒家と恵心流 こ 本覚思想という大きな思想の中で、それぞれに発展した流派であることを明かにした。二、受戒成仏について
戒家は受戒によって仏果を具足することから、 「受 成仏」 という思想を展開させる。
この受戒成仏の思想が、どのような構造であ かを考察した。
まず戒家における成仏とは、真言密教でいう「三密加持」による成仏ではなく、天
台学の「六即」を用いた であることを明かにした。六即という は 凡夫位である理即から究竟円満の位である究竟即に至るまで、仏の平等性が一貫 て説かれることを明 す思想である。つまり、仏も凡夫も諸法実相と うことにおい は 不二平等であるので、我々凡夫は悉く仏の当体であるといえる。これによって理即仏という表現がなされ、理即であっても仏果が具足され いるとされる。
戒家においてもこの教理を論拠としており、理即の身であっても、受戒をすること










とであり、天台宗が所依 している『梵網経』に 、成仏に対す 信心が、仏果具足をもたらす旨趣 説いている
（２）
。
戒家はこの信心を、 「疑いの無い心」 として定義している。 例えば、 天台学における空・
仮・中の一心三観において、空・仮の二辺に執着 ることは疑いの心（疑心）でありその疑心を超え 即空即仮即中の境地を、疑心無き信心 即ち中道であるとする。つまり、真理に対する疑いの無い心を信心であるとし、真理を覚るこ は智慧であることから、 信心は智慧として表現される であ 。これは、 おける戒体発得によって、成仏することに疑いを持つ者は 道理に暗い無明の凡夫であり、その疑心が無くなれば（信心が起 れば） 、中道実相の妙理（戒体） 覚るので 無明を破す智慧信心である 考えられるのである。従って、戒家におけ 信心の は、 体を発得するため、言わば真理を理解するための智慧であると うことを明かにした。小結
これらの考察によって、戒家という流派の解明に、新たな思想を読み取ることがで
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